
No.３０３７
西上州の盟主とも云われる人気の山
御 荷 鉾 山
実施日 ２０２１年１１月１４日(日)
天 候 快晴
リーダー 峯川弘子、遠井謙策、渋谷京子、

石附智江、徳山敬子、宮崎敏男、
佐藤聡美 計７名

費 用 交通費 5,064円
タイム 大宮駅(6:41)高崎駅(8:01－8:30ﾚ

ﾝﾀｶｰ)投石峠登山口(10:00)西御
荷鉾山(10:33－11:20)投石峠(11
:45)東御荷鉾山(12:45－13:15)
投石峠(13:55ﾚﾝﾀｶｰ)高崎駅(15:3
0懇親－17:12)大宮駅(18:33）
＊行程：3時間55分（休憩含む）

事情によりリーダー交代（涌井→
峯川）劇があり、又現地大規模伐
採作業による入山規制もあり開催
が危ぶまれたが、関係者の尽力に
より実施の運びとなった。
高崎駅からボックスワゴンレンタ
カー「BOXY」が上州路R462をひた
走る。神流湖からスーパー林道へ入り
じぐざぐ道を疾駆し投石峠に到着。
そこを起点に西
と東の二つの御
荷鉾山ピークを
ピストンするこ
とになる。
先 ず ち ょ っ と
だけ標高の高い
西を目指す。樹林の道はいきなり
の階段や急登で先が思いやられる。
我慢して喘いで登り詰めると、そ
こは広々とした大展望の西御荷鉾

山 の 頂 き 。 南
に 両 神 山 を 始
め と す る 秩 父
山 塊 、 北 は 赤
城 ・ 妙 義 ・ 榛
名 そ し て 浅 間
山 な ど 上 信 州
の 名 山 が ず ら

ーりとそろい踏み。祀られている
不動明王の隣にどっかと座り、軽

食を取りながら暫し秋の陽射しの中
パノラマを楽しんだ。
急坂を駆け
降 り 再 び 朝
着 い た 投 石
峠 へ 。 次 に
東 へ と 向 か
う 。 カ サ コ
ソ カ サ コ ソ
埋 も れ る よ
う に 深 く 積
もった落ち葉を踏みながら､これぞ
秋を感じて進む。巻き道から尾根
に出て暫く行くと、狭いながらも
立派な祠のある東御荷鉾山山頂だ。

こ こ も 中 々
の 眺 望 で 、
条 件 が 良 け
れ ば 丹 沢 や
富 士 山 、 南
ア ル プ ス ま
で も 望 め る
ら し い が 、
さ す が 今 日

は確認できなかった。軽食第2弾を
取り、ここでもゆったり穏やかな
秋の日と山座同定を味わった。
紅葉は終わりに近く残念だったけ
ど天気も景色も最高だったねえ、
などとお喋りしながら下山の道を
歩いているうち、気が付けばもう
車 の 待 つ 投 石
峠。
心 配 し た 渋 滞
もなく高崎駅へ
帰り着いた7人。
このまま解散す
るのは惜しいと
ばかり、誰からともなく駅前の居
酒屋へ全員集合。名物？の肉豆腐
やふろ吹き大根に舌鼓をうち、程
よい懇親。
楽しかった山行に価値あるおまけ
付きで、椋鳥騒ぐ高崎駅を後にした。
噂では岩山だらけの西上州 今日
は優しい御荷鉾の笑顔

（記・遠井 謙策）
（写真提供・宮崎敏男/遠井謙策/峯川弘子）


